
「鉄道駅バリアフリーに関する優先整備の考え方（案）」 

パブリックコメントの結果と対応 

 

 

東京都では、令和元年７月 11日に「鉄道駅バリアフリーに関する優先整備の

考え方（案）」を公表し、ホームページの掲載等を通じて、都民の皆様から幅広

いご意見を募集いたしました。 

頂いたご意見の概要と、それに対する考え方や対応をお示しいたします。 

 

ご意見を頂きました皆様に深く感謝いたします。 

 

 

○実施期間：令和元年７月 11日～８月 13日 

○意見数 ：７通、１３件 

 

意見の概要 考え方・対応 

○優先整備の考え方について 

・利用者数だけで優先整備とするの

ではなく、どんな人が利用してい

るのか、利用状況を考慮して欲し

い 

 

 

 

・特別支援学校や障害者支援施設への

アクセスルートとなる駅について

は、ぜひとも優先整備の対象として

いただきたい 

 ・駅利用者が少なくても、通過駅（特

急・急行等）は優先整備としてほし

い 

 

 ・鉄道事業者および自治体にて設置の

意向のある駅は、乗降者数等の要件

を満たさなくても優先整備の対象

としていただきたい。 

 

・13～17 ページに記載のとおり、優先整備の考

え方の検討にあたっては、駅周辺の特性と駅の特

性から優先整備の視点を設けています。そのう

ち、駅周辺の特性は、駅の利用状況などのニーズ

を踏まえて、駅の利用者数だけではなく、駅周辺

の施設の用途を考慮することとしております。 

 

・13～17 ページに記載のとおり、優先整備の視

点のうち、駅周辺の特性では、駅周辺の施設の用

途を考慮することとし、例として、特別支援学校

や障害者福祉センター等を示しています。 

 また、駅の特性では、ホームドアにおいて、列

車への接触の危険性を踏まえ、通過駅（特急・急

行等）等を例として示しています。 

 

・13～17 ページに記載のとおり、優先整備の考

え方では、駅周辺の特性および駅の特性を考慮し

て優先整備の視点を設定しております。 

 



 ・「駅周辺の特性」の視点について、

現状とともに、整備期間と駅周辺の

将来予測も優先整備の視点にすべ

き 

 

 

 ・駅舎自身の老朽化対策とあわせて、

ホームにおける安全性の向上、駅構

内での円滑な移動環境の整備が必

要 

 

 ・駅周辺のまちづくりと一体に、鉄道

駅のバリアフリーを含めた整備を、

早期に着手していくしくみづくり

を策定していただきたい 

 

 

 

 

○事業の推進について 

・私鉄におけるホームドアがあまり進

んでいないため、都・国の補助金を

活用すべきであり、都の予算を確保

し、鉄道バリアフリーを推進して欲

しい。 

 

 

 

・2020 年に向けて、利用が多い駅、

多くなると予想される駅から対応

すべき 

 

 

 

 

 

・15 ページに記載のとおり、駅周辺の特性は、

駅の利用者数だけではなく、駅周辺の施設の用途

を考慮することとしております。 

 新たに駅周辺の施設整備がなされる場合には、

そうした施設についても考慮していきます。 

 

・駅に特段の理由がある場合、区市町や鉄道事業

者の意見を踏まえ考慮していきます。 

 

 

 

・駅とその周辺のバリアフリーの取組を推進する

ため、区市町村は「バリアフリー基本構想」を策

定し、周辺の施設やそこに至るまでの経路のバリ

アフリー化を重点的かつ一体的に進めておりま

す。 

 都は、区市町村が設置する協議会に参画すると

ともに計画策定に関する補助を実施しています。 

 

 

・12ページに記載のとおり、今回の考え方では、

ＪＲ・私鉄の利用者１０万人未満の駅にも補助の

拡大・充実を図っていくことを検討しています。 

 今後、必要な予算の確保に努めるとともに、国

や区市町と連携し、鉄道事業者の取組を支援して

いきます。 

 

 

・６ページに記載のとおり、東京 2020 大会の会

場周辺の最寄り駅や空港アクセス駅等において、

鉄道事業者によるエレベーターの増設や大型化

の取組が進められており、都は、国とともに補助

を行い、駅のバリアフリー化を促進しておりま

す。 

 

 



○個別の駅について 

 ・ＪＲ金町駅に優先してホームドアを

設置すべき 

 ・京急雑色駅は最優先すべき駅 

 

 

○その他 

 ・新駅をつくるときに車いすのかたな

どが１人で移動できるようにする

ことを目指してどのような駅にす

るか、考えてほしい 

 

 

 

 ・都のバリアフリー情報にはのってい

るが、鉄道のバリアフリー情報には

のっていないので載せて欲しい 

 

・18ページに記載のとおり、「鉄道駅バリアフリ

ーに関する優先整備の考え方」に基づき、鉄道事

業者に、優先的に整備する予定の駅名やその考え

方を含めた整備計画の策定を依頼していきます。 

 

 

・公共交通事業者等は、「高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律」で定める新設

旅客施設等を公共交通移動等円滑化基準に適合

させることとされており、駅等におけるバリアフ

リールートの最短経路化や乗継ぎルートのバリ

アフリー化が義務付けられております。 

 

・丁寧な情報案内を鉄道事業者に働きかけていき

ます。 

 

 


